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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

る
も
の
と
す
る
」。
こ
れ
が

介
護
を
担
う
人
材
確
保
の
た

め
の
法
律
と
は
…
▼
重
労
働

を
担
う
介
護
職
員
の
月
収
は

20
万
円
余
、
半
数
が
非
正
規

社
員
で
将
来
の
夢
が
描
け
な

い
。
２
度
に
わ
た
り
介
護
報

酬
を
引
き
下
げ
た
政
府
に
よ

る
も
の
で
、
約
１
０
０
万
人

の
う
ち
毎
年
20
％
の
担
い
手

が
辞
め
、
養
成
学
校
の
定
員

割
れ
も
続
く
。
介
護
保
険
制

度
が
人
材
面
か
ら
崩
壊
の
危

機
に
▼
猛
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
む
中
、
ダ
ム
や
道
路

な
ど
の
浪
費
に
ピ
リ
オ
ド
を

う
ち
、
介
護
や
医
療
に
軸
足

を
移
さ
な
け
れ
ば
危
機
は
突

破
で
き
な
い
▼
介
護
報
酬
を

引
き
上
げ
、
純
真
な
若
者
の

処
遇
改
善
こ
そ
「
必
要
な
措

置
」。
介
護
の
人
材
を
確
保

す
る
た
め
、
一
刻
の
猶
予
も

許
さ
れ
な
い
。 「

来
年
４
月

ま
で
に
、
必

要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き

は
、
必
要
な

措
置
を
講
じ

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

竜
の
う
ま
い
活
用
で
…
。

（
10
分
で
三
段
）

持
駒
　
角
桂

協
議
会

電
子
申
告
普
及

の
た
め
、
初
回
来
署
型
申
告

と
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
庁
局
幹
部
が
現
場
に
ハ

ッ
パ
を
か
け
た
。
そ
の
た
め

現
場
で
普
及
競
争
が
激
化
し

申
告
書
偽
造
と
も
言
え
る
事

件
が
起
き
た
。

「
電
子
申
告
を
強
要
さ
れ

苦
情
が
殺
到
」（
鈴
鹿
署
）

と
報
道
さ
れ
、
東
京
局
で
は

行
っ
て
い
き
た
い
。

協
議
会

こ
の
こ
と
が
現

い
う
点
で
は
問
題

が
あ
る
。

電
子
申
告
等
の

普
及
は
政
府
目
標

だ
が
、
モ
ラ
ル
が

問
わ
れ
る
。
来
年

は
さ
ら
に
適
切
に

税
者
不
在
の
下
で
行
わ
れ
た

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

協
議
会

犯
罪
に
つ
な
が

る
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

長
官

当
該
納
税
者
か
ら

同
意
を
得
て
、
確
認
表
も
渡

し
て
お
り
問
題
は
な
か
っ

た
。
正
規
の
申
告
書
を
入
力

し
て
お
り
公
文
書
偽
造
に
は

当
た
ら
な
い
が
、
好
ま
し
く

な
い
と
考
え
る
。

協
議
会

職
員
研
修
の
た

め
に
申
告
デ
ー
タ
を
使
っ
た

ケ
ー
ス
は
問
題
が
な
か
っ
た

の
か
。

長
官

趣
旨
に
反
し
た
と

青
申
会
を
利
用
し
、
来
署
型

申
告
計
数
ね
つ
造
が
職
員
の

内
部
告
発
で
判
明
し
た
。
偽

造
は
東
京
局
だ
け
か
。

長
官

東
京
以
外
に
も
３

局
３
署
で
あ
っ
た
。
納
税
者

に
利
便
性
を
経
験
し
て
も
ら

う
と
い
う
趣
旨
に
反
し
、
納

導
入
等
で
急
ハ
ン
ド
ル
を
切

っ
た
。
長
官
は
「
何
が
な
ん

で
も
初
回
来
署
型
で
は
な

い
」「
自
己
目
的
化
し
な
い
」

場
に
周
知
さ
れ

て
い
な
い
。

長
官

４
月

に
課
税
部
長
か

ら
各
局
部
長
に

留
意
事
項
と
し

て
指
示
し
た
。

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
は
、
５
月
23
日
、
山
口
代
表
委
員
、
宮
城

評
議
委
員
を
は
じ
め
、
18
名
の
評
議
員
が
参
加
し
て
、
牧
野
長
官
と
交
渉
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
非
常
勤
職
員
の
「
雇
止
め
」
な
ど
前
近
代
的
労
務
管
理
を
追
及
し
た
後
、
労

働
強
化
・
事
務
運
営
と
公
正
で
明
朗
な
人
事
確
立
、
組
合
差
別
解
消
を
中
心
に
長
官
を

追
及
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
大
要
で
す
。

来
年
に
向
け
た
各
種
会
議
で

も
適
切
に
指
示
す
る
。

事
態
が
相
次
い
だ
。「
管
理

者
の
優
先
度
の
高
い
仕
事
」

と
も
言
っ
た
が
、
管
理
職

本
人
が
多
忙
で
手
が
回
ら

な
い
。
小
規
模
署
で
は
交

代
要
員
不
足
の
た
め
、「
15

分
し
か
と
れ
な
い
」「
昼
食

力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

長
官

超
勤
が
増
え
た
と

は
理
解
し
て
な
い
。

挙
署
体
制
は
充
実
し
て
い

く
。
調
査
・
徴
収
事
務
の
複

雑
・
困
難
化
に
配
慮
し
て
定

員
配
分
を
し
て
い
る
が
、
確

申
事
務
も
一
つ
の
指
標
と
し

て
い
る
。
相
談
会
場
問
題
は

来
署
者
の
状
況
に
応
じ
た
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。

協
議
会

例
年
４
時
過
ぎ

に
は
来
場
者
は
い
な
く
な
っ

た
。
今
年
は
５
時
過
ぎ
て
も

点
在
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

超
勤
削
減
の
た
め
に
も
手

を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

総
務
課
長

会
場
の
状
況

に
応
じ
適
切
に
対
応
し
た
と

考
え
て
い
る
。

協
議
会

現
場
の
苦
悩
を

理
解
し
な
い
姿
勢
だ
。
今
後

も
追
及
す
る
。

協
議
会

「
45
分
確
保
は

本
気
」
と
大
見
得
を
切
っ
た

が
、
休
み
時
間
に
食
い
込
む

協
議
会

①
電
子
申
告
に

係
る
事
務
処
理
の
増
加
、
②

来
署
型
で
相
談
時
間
を
要

し
、
審
査
等
に
し
わ
寄
せ
、

③
５
時
過
ぎ
て
も
来
署
者
が

残
り
、
内
部
事
務
へ
の
し
わ

寄
せ
も
生
ま
れ
、
超
勤
が
増

え
る
要
因
と
な
っ
た
。

①
署
間
定
員
配
置
の
再
検

討
、
②
挙
署
体
制
拡
充
に
よ

る
入
力
・
審
査
要
員
増
加
、

③
相
談
会
場
の
５
時
閉
鎖
に

■
初
回
来
署
型

電
子
申
告
問
題
■

■
昼
休
み
問
題
■

■
超
勤
問
題
■

■
ノ
ル
マ
問
題
■

■
非
常
勤
職
員
の

「
雇
止
め
」
問
題
■

協
議
会

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
対
す
る
苦
情
が
署
に
殺
到

し
、
現
場
は
対
応
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
か
っ
た
。

長
官

負
担
を
か
け
た
こ
と
と
承
知
し
て
い
る
。
予
算

の
問
題
も
あ
る
が
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
や
他
の
イ
ン
フ
ラ
充

実
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

総
務
省
に
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
初
期
設
定
の
簡

素
化
も
訴
え
て
い
き
た
い
し
、
署
の
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い

て
も
、
ソ
フ
ト
改
善
も
含
め
対
応
し
た
い
。

５月23日 牧野長官と交渉

「
３
ヵ
月
雇
用
」
改
め
恣
意
的
運
用
一
掃
を

協
議
会

非
常
勤
職
員
を

一
方
的
に
解
雇
す
る
事
態
が

続
い
て
い
る
。

直
近
で
も
糸
魚
川
署
で
３

月
31
日
、「
予
算
が
つ
か
な

い
」
と
の
理
由
で
３
人
の
非

常
勤
職
員
に
対
し
「
４
月
18

日
を
も
っ
て
解
雇
す
る
」
と

通
告
、「
公
務
に
労
基
法
の

る
と
考
え
て
い
た
が
、
突
然

「
雇
止
め
」
に
さ
れ
た
。
現

在
の
「
３
ヵ
月
雇
用
」
は
早

急
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

長
官

業
務
の
必
要
性
に

則
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
行

う
も
の
だ
が
、
雇
用
条
件
は

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

協
議
会

恣
意
的
運
用
は

根
絶
す
べ
き
で
、
今
後
も
こ

の
問
題
は
追
及
す
る
。

適
用
は
な
い
、
労
基
署
に
訴

え
て
も
無
駄
だ
」
と
高
言
し

て
い
る
。

長
官

非
常
勤
職
員
の
採

用
は
事
務
の
繁
閑
に
よ
る
も

の
で
、
常
勤
化
防
止
の
閣
議

決
定
も
あ
り
、当
局
の
場
合
、

３
ヵ
月
雇
用
を
原
則
に
公
募

に
よ
り
採
用
し
て
い
る
。

協
議
会

４
年
４
ヵ
月
勤

め
た
当
該
職
員
は
更
新
さ
れ

を
食
べ
た
だ
け
」
と
い
う
実

態
だ
。

な
ぜ
確
保
で
き
な
か
っ
た

の
か
聞
き
た
い
。

長
官

全
て
の
職
員
が
確

実
に
取
得
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
現
状
を
き
め
細
か

く
把
握
し
個
別
・
具
体
的
に

指
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
幹

部
も
意
識
し
て
指
導
に
当
た

っ
た
と
考
え
る
。

た
だ
、
一
部
の
職
員
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
理

解
し
て
お
り
、
各
局
で
検
証

し
問
題
点
を
洗
い
出
す
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

協
議
会

１
０
０
％
取
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
大
問
題
で

あ
り
、
こ
う
し
た
事
態
は
頻

発
し
て
い
く
。

長
官

仕
事
熱
心
な
職
員

が
取
れ
な
か
っ
た
。
権
利
は

自
分
で
守
る
意
識
を
持
っ
て

欲
し
い
。
そ
う
し
な
い
と
新

た
な
仕
組
み
は
構
築
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。

協
議
会

一
斉
休
憩
、
一

斉
退
庁
に
よ
り
職
場
や
部
門

の
ま
と
ま
り
が
つ
く
ら
れ
て

き
た
。「
昼
休
み
対
応
」
は

問
題
山
積
で
、
止
め
て
も
ら

い
た
い
。

協
議
会

広
島
局
の
重
加

算
税
偽
造
事
件
の
背
景
に
ノ

ル
マ
主
義
が
あ
る
。
ノ
ル
マ

を
助
長
す
る
こ
と
は
厳
に
戒

め
て
も
ら
い
た
い
。

長
官

一
定
の
目
安
を
も

つ
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な

が
、
弾
力
的
に
運
用
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

協
議
会

準
備
調
査
も
削

っ
て
、
件
数
２
割
増
と
し
た

法
人
の
調
査
計
画
は
是
正
す

べ
き
だ
。
数
字
を
む
や
み
に

追
わ
な
い
と
約
束
せ
よ
。

長
官

数
字
で
職
員
を
追

う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

協
議
会

広
島
の
事
件
は

「
件
数
・
増
差
・
不
正
」
の

ノ
ル
マ
主
義
に
起
因

し
て
い
る
。
本
意
で

な
い
な
ら
即
刻
た
だ

し
、
重
点
項
目
調
査

削
減
を
柱
に
し
た
計

画
に
変
更
す
る
よ
う

重
ね
て
要
求
す
る
。

最悪の確申期だったと
追及する山口代表委員

納
税
者
不
在
は
趣
旨
に
反
す
る

モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
「
好
ま
し
く
な
い
」

全国税・沖縄国公労全税支部協議会

牧野長官

初回型電子
申告「偽造」

問題点洗い出すと弁明
超勤増　希薄な認識で手をうたず

取れなかっ
た休憩時間

数字で職員追わないというが―法人の調査ノルマ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
改
善
を
約
束

署
の
ネ
ッ
ト
環
境
も
検
討
す
る

「好ましくない」を
繰り返す牧野長官

数字をむやみに追うな
と迫る八代評議委員
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〈
解
答
〉

〈
解
説
〉

（
５
月
21
日
付
で
提
出
し
た

要
求
書
の
要
旨
で
す
）

◇
定
員
、
級
別
定
数
等
に
関
す
る
要
求

①

定
員
削
減
計
画
に
反
対
し
、
必
要
な

人
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

②

税
務
４
級
以
上
の
級
別
定
数
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
。

③

標
準
職
務
表
を
改
正
し
、
上
席
徴
収

（
調
査
）
官
を
６
級
に
格
付
け
す
る
こ
と
。

④

特
官
、
相
談
官
を
は
じ
め
と
す
る
６

級
格
付
け
可
能
ポ
ス
ト
を
大
幅
に
増
設
す

る
こ
と
。

◇
健
康
に
関
す
る
要
求

①

過
労
死
・
疾
病
の
予
防
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
、
成
人
病
対
策
な
ど
職
員
の

健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
対
策
を
拡
充
す

る
こ
と
。

②

人
間
ド
ッ
ク
の
職
員
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
。
ま
た
、
諸
検
査
費
用
の
自
己
負

担
解
消
に
努
め
る
こ
と
。

◇
旅
費
、
超
過
勤
務
予
算
に
関
す
る
要
求

①

旅
費
の
実
費
は
確
実
に
保
障
す
る
こ

と
。

②

未
払
い
超
勤
を
な
く
す
た
め
、
超
過

勤
務
予
算
を
増
額
す
る
こ
と
。

◇
庁
舎
、
宿
舎
等
に
関
す
る
要
求

①

古
い
庁
舎
、
狭
隘
庁
舎
お
よ
び
各
種

設
備
等
の
大
幅
な
建
て
替
え
や
整
備
・
改

善
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

②

簿
書
整
理
上
重
大
な
支
障
が
生
じ
つ

つ
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
収
納
ス
ペ
ー
ス

等
を
確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
職
員
の

執
務
環
境
を
犠
牲
に
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、

職
員
の
休
憩
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。

③

老
朽
・
狭
隘
宿
舎
、
独
身
寮
に
つ
い

て
、
建
て
替
え
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
抜

本
的
に
改
善
す
る
こ
と
。

④

独
身
寮
に
寮
母
を
採
用
し
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
。

◇
非
常
勤
職
員
に
関
す
る
要
求

①

時
給
単
価
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
。
ま
た
、
昇
給
制
度
を
導
入
し
て
長
年

勤
務
し
て
い
る
職
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ

る
こ
と
。

②

交
通
費
を
全
額
支
給
す
る
こ
と
。
最

低
限
、
実
費
は
保
障
す
る
こ
と
。

③

有
給
休
暇
の
付
与
、
繰
越
し
を
適
正

に
行
う
こ
と
。

④

社
会
保
険
の
加
入
は
採
用
と
同
時
に

行
う
こ
と
。

⑤

正
当
な
理
由
な
く
、
更
新
を
拒
否
し

な
い
こ
と
。

予
算
概
算
要
求
に
関
す
る
要
求

【
中
高
年
処
遇
の
改
善
】

協
議
会

平
成
22
年
に
定

年
退
職
が
ピ
ー
ク
に
達
す

る
。
そ
う
し
た
中
、
真
面
目

に
永
年
働
き
続
け
て
き
た
職

員
の
処
遇
を
ど
う
す
る
の

か
、
長
官
の
考
え
と
ス
タ
ン

ス
を
聞
き
た
い
。

長
官

中
高
年
層
職
員
を

は
じ
め
職
場
全
体
の
処
遇
の

改
善
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

い
て
き
た
職
員
に
次
期
発
令

で
報
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も

切
り
捨
て
る
の
か
を
聞
い
て

い
る
。

長
官

ポ
ス
ト
は
限
ら
れ

て
お
り
、
適
正
・
能
力
・
実

績
と
い
う
筋
論
で
ご
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

協
議
会

遅
ら
さ
れ
て
い

る
職
員
に
光
を
当
て
直
す
ス

タ
ン
ス
に
立
た
な
い
の
か
。

長
官

何
歳
だ
か
ら
上
げ

る
、
何
歳
だ
か
ら
切
り
捨
て

る
、と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。

労
苦
に
報
い
る
人
事
に
反
映

協
議
会

真
面
目
に
働

長
官

上
席
の
６
級
格
付

を
要
求
し
て
い
る
。
国
税
は

進
み
す
ぎ
と
査
定
当
局
の
対

応
は
厳
し
が
、
事
務
運
営
上

必
要
な
定
数
確
保
に
努
め
て

い
く
。

と
考
え
て
い
る
。

協
議
会

上
席
の
ま
ま
定

年
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

状
態
が
ま
ん
延
す
る
な
ら
、

職
場
全
体
の
士
気
は
低
下
す

る
。
そ
こ
を
聞
い
て
い
る
。

さ
せ
て
い
く
と
申
し
上
げ
て

い
る
。

【
女
性
職
員
の
処
遇
】

協
議
会

政
府
は
国
家
公

務
員
の
本
省
女
性
管
理
職
割

合
を
10
年
度
末
ま
で
に
５
％

程
度
引
き
上
げ
よ
と
指
示
し

た
が
、
庁
は
そ
の
目
標
を
定

め
た
の
か
。

長
官

当
庁

は
「
女
性
職
員

の
採
用
・
登
用

拡
大
計
画
」
で

か
な
り
具
体
的

な
こ
と
を
掲

「
緩
や
か
に
無
理
な
く
移
行
」
と
表
明
す
る
が

協
議
会

①
要
求
書
へ
の

早
期
回
答
を
、
②
「
定
期
異

動
後
３
ヵ
月
で
安
定
化
さ
せ

る
」
と
し
た
根
拠
は
、
③
担

当
部
門
の
定
員
を
３
５
０
０

人
か
ら
７
０
０
０
人
と
し
た

根
拠
は
、
④
庁
舎
・
書
庫
の

問
題
を
ど
う
解
決
す
る
の

か
、
聞
く
。

が
可
能
な
時
期
も
検
討
し
た

上
で
「
３
ヵ
月
」
と
し
た
。

徐
々
に
移
行
す
る
つ
も
り

だ
。
定
員
は
、
試
行
の
事
務

実
績
を
基
に
算

定
し
た
。
課
税

内
部
の
事
務
日

数
を
移
し
替
え

る
。会

計
課
長

庁
舎
の
建
替

長
官

窓
口
で
相
談
に
対

応
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
相
談
室
の
問
題

も
、
事
務
の
効
率
化
は
避
け

て
通
れ
な
い
。

電
話
相
談
を
集
中
処
理
す

る
こ
と
で
、
相
談
時
間
の
短

縮
と
深
度
あ
る
相
談
が
可
能

と
な
り
、
一
元
化
担
当
の
相

談
も
減
る
と
考
え
る
。

協
議
会

電
話
相
談
へ
の

特
化
が
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
の
か
疑
問
だ
。

現
に
個
別
相
談
に
も
従
事

し
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き

た
相
談
官
の
気
持
ち
や
立
場

を
尊
重
す
べ
き
だ
。

え
・
改
修
は
一
挙
に
は
い
か

な
い
が
、
解
決
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

協
議
会

試
行
を
重
ね
習

熟
し
た
職
員
を
増
や
し
、
諸

問
題
を
ク
リ
ア
ー
す
る
こ
と

が
先
決
だ
。
徐
々
に
移
行
と

は
数
年
先
を
指
す
の
か
。

長
官

内
部
事
務
は
国
税

の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
緩
や
か
に
円
滑
に
移
行

し
、
無
理
の
な
い
も
の
と
し

た
い
。

協
議
会

一
般
と
個
別
相

談
の
区
別
は
困
難
で
あ
り
、

相
談
官
を
全
署
に
配
置
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

総
務
課
長

後
日
要
求
書

の
回
答
を
検
討
し
て
い
る
。

夏
休
み
や
９
月
の
Ｋ
Ｓ
Ｋ
リ

リ
ー
ス
も
考
慮
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

協
議
会

「
名
古
屋
局
メ

ー
ル
事
件
」
に
つ
い
て
、
長

官
は
ど
う
決
着
を
つ
け
る
の

か
聞
く
。

長
官

「
個
人
的
な
メ
ー

ル
に
よ
り
、
全
国
税
組
合
員

に
不
愉
快
な
想
い
を
さ
せ

「
不
愉
快
な
想
い

を
さ
せ
た
」
と
す

る
当
事
者
は
今
も

そ
の
職
に
留
ま
っ

て
お
り
、
監
督
者

責
任
も
問
わ
れ
て

い
な
い
。

全
国
税
と
の
労
使
関
係
は

こ
の
程
度
の
も
の
だ
と
タ
カ

を
く
く
る
つ
も
り
か
。

長
官

任
命
権
者
た
る
局

長
が
謝
罪
し
て
い
る
。
名
古

屋
局
長
に
任
し
て
い
る
。

協
議
会

組
織
と
し
て
の

反
省
が
み
ら
れ
な
い
。

「
マ
ル
全
」「
Ｚ
」
は
差

別
用
語
で
あ
り
、
職
場
か
ら

一
掃
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
だ
。
遅
く
と
も
定
期

異
動
ま
で
に
明
確
な
形
で
決

着
を
図
る
よ
う
、
長
官
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
再
度

申
し
入
れ
て
お
く
。

た
」
と
名
古
屋
局
長
は
謝
罪

の
意
を
表
し
た
。

局
長
が
謝
罪
し
た
こ
と
は

大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
り
、
現
地
で
解
決
し
て
も

ら
い
た
い
。

協
議
会

局
総
二
の
総
務

係
長
が
個
人
的
に
行
っ
た
と

言
い
張
る
が
、通
用
し
な
い
。

げ
、
そ
れ
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

協
議
会

具
体
的
目
標
を

示
さ
な
い
こ
と
は
承
服
で
き

な
い
。

次
期
発
令
も
含
め
、
目
に

見
え
る
形
で
改
善
が
図
ら
れ

た
か
注
視
し
、
引
き
続
き
追

及
す
る
。

【
沖
縄
格
差
の
解
消
】

協
議
会

全
国
税
組
合
員

と
同
様
に
全
税
支
部
組
合
員

に
対
す
る
差
別
は
一
向
に
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。

加
え
て
、「
沖
縄
格
差
」

が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

そ
の
端
的
な
例
と
し
て
、

①
５
級
高
位
号
俸
に
す
え
置

く・
伊
集
盛
政
／
北
那
覇
署
法

人
／
普
28
期
相
当

・
与
那
嶺
敬
／
北
那
覇
署
個

人
／
普
30
期
相
当

②
４
級
高
位
号
俸
に
す
え
置

く・
宮
城
英
一
郎
／
那
覇
署
管

徴
／
普
36
期

・
嶺
井
諭
／
那
覇
署
管
徴
／

普
39
期
、
こ
う
し
た
「
沖
縄

格
差
」是
正
を
強
く
求
め
る
。

長
官

職
員
団
体
へ
の
加

入
の
有
無
で
人
事
は
行
っ
て

い
な
い
し
、
行
う
つ
も
り
も

な
い
。
沖
縄
国
税
事
務
所
も

他
局
と
同
様
に
制
度
の
趣
旨

に
則
り
、
適
正
な
人
事
を
行

っ
て
い
る
。

協
議
会

来
年
３
月
定
年

退
職
を
迎
え
る
６
名
の
全
国

税
組
合
員
は
上
席
に
す
え
置

か
れ
た
ま
ま
だ
。
組
合
差
別

は
行
っ
て
な
い
と
強
弁
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
人
事
発
令
で

そ
れ
を
証
明
す
べ
き
だ
。

■
公
正
で
明
朗
な

人
事
の
確
立
■

■
内
部
事
務
の一

元
化
■

■
組
合
差
別
解
消
■

組合差別、沖縄格差問題
から目をそらす牧野長官

真真
面面
目目
にに
働働
くく
職職
員員
切切
りり
捨捨
てて
るる
なな

目
標
値
掲
げ
な
い
姿
勢
に
固
執

労
苦
に
応
え
ず
「
筋
論
」
に
終
始
す
る
長
官

女
性
職
員

処
遇
改
善

「〝不愉快な想いさせた〟と局長は謝罪
これは大きな意味を持つ」と他人事の長官

この程度とタカくくる対応に抗議
―名古屋局・組合差別メール事件―

21年夏の
全署実施

習
熟
し
た
職
員
増
、
庁
舎
改
善
こ
そ
先
決

組合差別、沖縄格差根絶を
迫る全税支部宮城評議委員

長官のリーダーシップ発揮
を求める岡田評議委員

内部事務は国税の根幹に
関わることと牧野長官


